












著作権保護の観点から、 公開していません。

高村薫「小説の現在地とこれから」『新潮』 2018 年 6 月号、 156-166 頁。 一部改変。

問1． 純文学とエンタ ー テインメントの差がなくなったことについて、 高村はその理由を

どのように捉えているか、 説明しなさい。

問2. 高村の考える「文体」とはいかなるものか、 本文の内容に即して説明しなさい。

問3. 下線部に端的に表れている高村の見方に関連して、 あなた自身は小説の未来をどの

ように考えるか。 みずからの考察を自由に記述しなさい。 その際、 これまでに読んだこと

のある作家 ・ 作品に具体的に言及しながら論ずること。
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